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第40号 

東
日
本
大
震
災
と 

宗
祖
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
御
遠
忌
法
要 

 
 
 

３
月
11
日
の
大
震
災
と
そ
れ
に
と
も
な
う
原

発
事
故
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
考
え

方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
そ

の
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
聖
人
の
御
遠
忌
法
要
も

「
被
災
者
支
援
の
つ
ど
い
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、

今
、
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
、
参
加
者
全
員
で
考
え
る
内
容
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
大
き
な
転
換
点
に
お
い
て
、
同
封
し

た
同
朋
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
若

手
を
中
心
と
し
た
多
く
の
僧
侶
た
ち
が
、
被
災
地

に
赴
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
福
島
の
子

ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
る
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
現
実
を
た
だ
見
て
い
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
立
ち
上
が
る
行
動
に
共
感

し
、
私
自
身
に
は
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
を

問
い
直
す
、
重
い
機
縁
と
な
り
ま
し
た
。 



 

玉
永
寺
し
ゃ
し
ん
日
誌 

 

２
月
９
日
〜
12
日 

パ
ラ
オ
島
参
拝 

玉
永
寺
26
世
住
職
が
戦
死
し
た
南
方
の
パ
ラ

オ
諸
島
へ
、
先
住
職
と
先
坊
守
が
参
拝
し
ま
し
た
。

激
戦
地
の
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
て
、
非
戦
平
和
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
記
録
写
真
を
座
敷
廊
下

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

              

 宗
祖
御
遠
忌
法
要 

 

第
２
期
参
拝 

４
月
24
〜
25
日 

 

第
３
期
参
拝 

５
月
27
〜
28
日 

第
２
期
に
は
前
住
職
と
前
坊
守
を
含
む
、
８
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
期
に
は
、
表
紙
の
写
真
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
玉
永
寺
か
ら
バ
ス
１
台
、
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
坂
東
節
と
い
う
、
体
を
大
き
く
揺
り
動
か

す
貴
重
な
お
勤
め
に
遇
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

記
念
す
べ
き
御
遠
忌
を
、
ご
門
徒
の
方
々
と
共

に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
意
を

込
め
て
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
を
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

第
２
期
参
加
者 

柳
瀬 

正
俊 
酒
井 

貞
子 

福
田 

実  

福
田 
君
子 

 

柳
瀬 

啓
子 

箆
伊 
栄
子 

石
川 

正
生 

石
川
千
穂
子 

 

  

 

第
３
期
参
加
者 

久
保
田
キ
ヨ
子 

酒
井 

一
郎 

寺
越 

勢
松 

寺
越 

昭
作 

堀 

光
正  

堀 

愛
子 

古
西 

由
行 

古
西 

一
男 

古
西 

次
男 

古
西 

富
子 

柳
瀬 

真
弓 

柳
瀬 

安
子 

柳
瀬 

利
勝 

柳
瀬 

菅
子 

柳
瀬 

篤
子 

柳
瀬 

久 

柳
瀬
美
智
子 

柳
瀬 

秋
子 

石
川 

正  

土
井 

誠
康 

村
井 

哲
夫 

村
井 

保
雄 

柳
瀬 

真
子 

黒
澤 

勝
子 

福
田 

俊
雄 

黒
澤
美
智
子 

黒
澤
多
美
子 

黒
澤 

真
子 

黒
澤 

房
子 

柳
瀬
久
美
子 

柳
瀬 

節
子 

有
賀
芙
美
子 

柳
瀬 

富
夫 

福
田 

弘 

福
田 

幸
雄 

福
田 

弘
美 

寺
崎 

明
雄 

寺
崎 

栄
子 

石
川 

正
穂 

石
川
奈
緒
子 

（
順
不
同 

敬
称
略
） 

 



 

 
６
月
11
日
〜
12
日 

永
代
祠
堂
経
法
要 

南
砺
市
専
念
寺
住
職
、
平
野
正
樹
氏
か
ら
御
法

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
分
の
闘
病
生
活
を

通
し
て
の
、
心
に
染
み
入
る
お
話
で
し
た
。 

ま
た
、
御
遠
忌
法
要
参
加
者
か
ら
、
酒
井
一
郎
、

柳
瀬
啓
子
、
村
井
保
雄
さ
ん
に
感
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
参
詣
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

              

 

７
月
26
日 

玉
永
寺
委
員
会 

各
地
区
の
役
員
が
集
ま
り
、
昨
年
度
事
業
及
び

決
算
を
報
告
し
、
今
年
度
事
業
及
び
予
算
を
審
議

し
、
了
承
を
得
ま
し
た
。
今
年
度
の
ご
依
頼
に
つ

い
て
別
紙
に
詳
細
が
あ
り
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ

い
。 

 

８
月
15
日
〜
16
日 

暁
天
講
座 

初
日
は
「
亡
き
人
を
偲
ぶ
心
」
。 

上
市
町
円
常
寺
住
職
、
柴
田
秀
昭
先
生
。
お
盆

の
い
わ
れ
と
し
て
、
盂
蘭
盆
経
に
あ
る
目
連
尊
者

の
母
の
物
語
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
祖
先
を
偲
ぶ

心
か
ら
、
仏
に
手
を
合
わ
す
信
心
が
生
ま
れ
る
と

い
う
お
話
で
し
た
。 

二
日
目
は
「
現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
し
者
」
。 

白
山
市
仙
龍
寺
住
職
、
春
秋
賛
先
生
。
現
実
の

悩
み
苦
し
み
を
引
き
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、
私
た

ち
の
歩
み
は
始
ま
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
自
分

自
身
を
省
み
る
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
も
パ
ン
と
牛
乳
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
暑

い
中
、
満
堂
で
し
た
。
二
日
間
の
ご
聴
聞
、
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

             

10
月
６
日
（
木
）
〜
８
日
（
土
） 

富
山
東
別
院
報
恩
講 

講
師 

三
明
智
彰
（
九
州
大
谷
大
学
副
学
長
） 

音
楽
法
要
・
東
日
本
大
震
災
支
援
の
バ
ザ
ー

な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
玉
永
寺

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ７
日
に
は
帰
敬
式
（
お
か
み
そ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
法
名
を
お
受
け
し
ま
し
ょ
う
。

境内でのラジオ体操も終わりました 



 

                
     

  

 

玉
永
寺
通
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発
行
所 

富
山
市
水
橋
小
出
五
二 

 
 
 
 

真
宗
大
谷
派
玉
永
寺 
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http://w
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10
月
20
日 

日
中 

午
後
１
時
半

10
月
21
日 

晨
朝 

午
前
10
時 

10
月
21
日 
日
中 

午
後
１
時
半 

玉
永
寺 

親
鸞
聖
人
に
遇
う 

報
恩
講 

法
話

南
砺
聞
願
寺 

埴
山
法
雄
氏 

20
日
、
午
後
２
時
半
よ
り
、  

 

岩
谷
英
樹
さ
ん
の
ア
ン
コ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
！

素
敵
な
歌
声
と
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

編
集
後
記 

○
こ
の
春
、
息
子
の
慧
が
金
沢
真
宗
学
院
を

修
了
し
、
住
職
就
任
の
た
め
の
大
谷
派
教
師

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。 

○
前
坊
守
が
色
々
な
花
を
育
て
て
い
ま
す
。

参
詣
の
折
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
玉
永
寺
報
恩
講
の
準
備
の
た
め
、
同
朋
の

会
の
方
々
と
本
堂
の
お
道
具
磨
き
を
し
て
、

ご
家
庭
の
お
内
仏
お
給
仕
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

○
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
皆
様
の
お
宅

へ
報
恩
講
の
お
勤
め
に
伺
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
住
職
） 

御遠忌上山にて比叡山での宗祖伝を拝聴      リシュリュー島の戦跡 


